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ブルガリアの旅

まえがき

昨年の夏から秋にかけてヨｰロッパで数多くの1岩鉱関

係の国際会議カミ開催された.その後半を構成するもの

にIAGOD(於ブノレガリアのバルナ市9月下旬)と

MAWAM討論会(於チェコスロバキアのカルロビバ

リ10月上旬)とがあった.IAGODは各国の鉱床関

係の学会や個人から構成される国際的な団体で今回の

会合は4年に1回開かれる定期的な会合である.4年

前に東京一京都で開かれたから読者のなかにはご存知の

方カミ多いであろう.これに対してMAWAMの方は国

際地質対比計画(IGCP)に属する事業中心の団体であ

って限られた期間(約8.年)にある研究目的のために

結成されその目的のために必要な研究の遂行と国際的

な交流をはかるものである.

MAWAMは酸性マグマに関係する鉱化作用(Minera-

1izationAssociatedWithAcidMagmatis㎜)の略称であ

って具体的にはSn･W･Mo･Beと若干の稀元素F

などの鉱床および関係深成岩活動の研究を主対象として

いる.ホｰフィリｰ型のM0鉱床あたりが扱う範囲の

限界でありホｰフィリｰカッパｰやたとえば黒鉱のよ

うな酸性火山岩と関係するCu･Pb･Zn鉱床などは含

めていない.このように分野を限った専門家のみによ

る討論会カミ10月下旬に巡検を含めて約2週間にわたっ

てカノレロヒバリで開かれたのである.

この2つの国際会議に約1ヵ月にわたって参加した筆

者はこれまでの国際会議と違った新鮮な印象をうけた.

その最大の理由はともに社会主義国家で開かれたことで

あろう.ここでは社会制度カ茎異なるのみならず言葉の

面でも英語のみでは通用しない.ロシア語しか話さ改

いソ連地質家の出席者が多くまたロシア語を第一外国

語とする開催国の地質家が非常に多い.そして彼等は

ソ連地質家に最大の敬意をあらわしかなり気を使って

いることも普通の西側の国際学会ではみられないことで

ある.全員が広義の国家公務員である社会主義国独特

のサｰビス業務があるし第一車のドアの開け方から

して日本や欧米の車に狂じんだ私たちにはとまどうこと

が多い.東欧の見聞記や地質の紹介は本誌にこれまで

少なかったと記憶しているので日程を追って紹介して

みたい.

二石原舜三

東京からバルナヘ

羽田空港を昼の13時に発つアエロフロｰト機にのると

まだ目が高い17時前にモスクワに着く.火曜目の便で

ある.太陽を道かけてとぶから短時間なのであって

実際には8,000kmの距離を正味9時間半かかる.時

差は6時間であるから日本時間では夜半に近い頃モス

クワに着く.アエロフロｰト機にのる前に私は安全性

･サｰビスなどについて友人からさんざんおどされたが

東京一欧州間のイリュｰシン62型機はゆったりとして快

適である.食事も甘味が一般に少なく日本人の口に合

っている.帰りの夜行便ではおみやげ売りがすさまじ

くむしろサｰビス過剰気味であって東へ向うため短

かい夜がますます短かい.機内食にはキャビアがあら

われる.キャビアは逆梯形の瓶詰めの小さいものを機

内でも売っている.57gで2,300円3,000円をこえる

国内価格より安いのだそうであるがこのチョウザメの

卵の塩蔵品にどうしてこんな価値カミあるのか私にはわ

からたい.

モスクワ空港では翌日のソフィア便を待つため空港ホ

テノレで一泊したのであるがここで悪名高い長いモスク

ワ空港の夜が始まった.まず私たちのパスポｰトのチ

ュックカミおこなわれこれはすぐ終了したのであるが

次の係官が世話に来るまで待たされる.その係官は引

続いて到着する便からの乗客のうちモスクワｰ泊者が揃

うまで姿を見せない.ついでラケッジノレｰムヘ行き荷

物の確認をすますとまた待たされる.しばらくして別

の係官があらわれ待合室に案内される.待合室は本当

に待つ所である.やがて別の係官が食堂に案内する.

ここでチｰズとパンを主とした実に簡単なディナｰがあ

らわれる.自分の費用で勝手に註文することは可能で

あるが英語はまず通用し狂い.ドイツ語は若干通用す

るかも知れない.話がこみ入ってくるとウエイトレス

がどこからともなく英語のできる人を引張ってくるカミ

必要なことの6割くらいを通訳するとすぐ消えてしまう.

食事が終る頃を見はからって別の係官が待合室へ連戻

してくれる.ここでの待時間が最後で私たちは幸運

にも待合室から空港前の広い通りを横切って歩いて2分

の空港ホテルヘ案内された.別のグノレｰプの乗客たち

は私たちより後に市内のホテノレヘ案内されたのであろう.�
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ホテノレに着いたのは夜10時であったが日本時間に直す

と朝の4時で私たちは夜の11時から朝の4時まで広く

もない空港内をアチコチと歩いたことになる.実は別

のグノレｰプにはもっと不幸な人たちがいてこの人たち

は西側から来てモスクワで東南アジア行の夜行便にのる

はずであったが着いてみると座席かたく一泊しなれけ

ばならなかったのである.しかも椿泊費は自己負担で

ある.このような手違いはしぱしぱ起るらしい.

ホテルでは実にその任にふさわしいかっぷくの良いお

ばさんカミすべて整えてくれている.私は早起きが苦手

で期便に乗る時はいつもそれが心配の種であるカミこの

おばさんと二言三言話すうちにモｰニングコｰノレの心配

だと吹とんでしまった.まさに叩き出されそうな感じ

なのである.つまり彼女の役目は私たちに安眠の場所

を与えかつ確実に翌朝の飛行機にの世ることでその

職務を十二分にこころえかつ果しそうであった.

モスクワ空港内のできごとはすべて社会主義国家の異

たる制度に基づいている.一人の係官はパスポｰト

ラケッジ食事など決められた範囲の自分の責任を果す

と控室に戻って次の係官に自分の任務が終了したことを

伝える.その係官は自分の職務の都合に合せて私たち

の前に現われる.その間若干時間がかかりすぎるので

あるがその点を我慢すれば各係官は自分の職務と私た

ちの旅行目的を十分こころえているから安心してまか

せておける.チップはいらないし気を使うことがなく

気楽である.私にとってはむしろ次のブノレガリアの方

が不安であった.

モスクワ空港から翌朝のったソフィア行の国際線はツ

ボロフ機(Tu-161)であった.この飛行機はかなりき

ゅうくつである.私の隣の2人はアルマｰタからの共

産党役員で一人は45才で太目の男性で一人は日焼けし

て健康そうな24才のお嬢さんで共に東洋人であるから

大きい方では放いカミ講かが座席をはずす時には全員通

路に出なれけばならたい.また食事にきゅうりの2つ

割りが出てきて驚いた.このきゅうりは中央がふくら

んでいる種類で長さも日本のものより短かいがこの

ような｢ふるさとの味｣的な料理は国際線では普通みら

れない.モロミ味噌でもあれば申分なかったのである

カミ調味料は塩であった.

ソフィアはブルガリアの首都であるがどうもロｰガ

ノレ線的である.たとえば陸路で東欧圏に入る場合に有

名な国際列車のオリエント急行などの便も不便である.

ソフィア空港には国際的なおみやげ売場はなくまた2

･3の東欧圏の航空合杜の窓口はあるカミ肝心なブルガリ

ア航空(バルカン航空)のオフィスがない.建物全体

がバノレカン航空に属しているのであるが切符カミ買えな

いのである.そして次の経験をすることになる.

私は東京でソフィアｰバルナ間のブノレガリア国内線と

ソフィアｰプラハの国際線の予約がとれなかったために

その間の切符が衣くソフィア空港に着いて通関時に

親切に話しかけてもらった英譜のわかる女性係官にその

旨を申出た.彼女は別の男性(ポｰタｰ)を呼び荷物

をもたせて私たちを別の建物に送りこんだ.ポｰタｰ

氏は外国語は話せないらしい.それでも切符のことを

片言のドイツ語で聞くと2･3のデスクを当ってしば

らく待っておれと言うのであるカミ駄目らしいことは感

じでわかる.その後ポｰタｰ氏は現われず女性係官

も姿を消してしまっている.

英語のできる一係官が臨機応変に一外国人の面倒を最

後までみる制度カミ社会主義国に校いことはソ連で経験し

たから私はバルカン航空のメインオフィスを近くのブ

ノレガリア人に聞き荷物をあづけてタクシｰにとびのっ

た.タクシｰはかなりの老体であったカミカｰレｰシ

写真1ソフィア①解放者記念像ごしにみる国会議事堂とアレキサン

ダｰネフスキｰ教会

写真2ソフィア②バニヤハシモスク付近(中央円形)のゲオル

キディミトロフ通り.有は百貨店�
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シグなみの速度でソフィア市街地に私を運んでくれた.

ブノレガリアでは車の数が少なく次に訪ねたチェコ束

ドイツ西ドイツの割合に増加し(物価もこの順に高く

なる)だんだん不愉快になったのであるがそれにし

ても空港一市街地間を時速100たmでとばし減速時に

は80kmでサｰドギアに落しまさに自動車レｰスであ

る･料金は300円非常に安い.私は一国の首都の

中心地と国際空港との間を300円で運ぶタクシｰを他に

知らない.ブルガリアのみならずチェコでも交通機関

の料金は非常に安くたとえばソフィアの人口は約100

万市電カミよく発達しておりその料金は約10円切符を

自分で買い車靹内に備えつけの器具で自分ではさみを入

れる.いっそ無料にしたらと思うのであるが違反す

ると罰金をとられるとのことである.車掌が乗ってき

て切符の持合せのない人カミ近くの乗客から買い求めて

いる風景もみられた.

ところでバノレカン航空の窓口で待っていたものは長い

行列であった.この国では食事買物狂んでも待たな

れけばいけたい.ソフィアｰバノレナ間は東京一大阪に

当り便数ももっとも多い主要航空路であるが私の順

番がめぐってきた時には当目便は最終便を除き満席に近

かった.幸いバルナではIAGODのほか船関係の国際

会議も予定されていてそのための夕方の臨時便にもぐ

り込むことができたのである.プラハ行の切符は別

の窓口である.同時に買うことはでき狂い.行列に

ついて自分の審となり英語で話しかけるとドイツ語を

話すかと聞かれる.話すと答えると隣のデスクを指さ

す･よくみるとそのデスクの下に小さくフランス語

隣りにはドイツ語と書いた楯がのっている.英語は見

当らなかったが出る目もあるのだそうである.また

並びかえなれけばならない.

以上のように現地で切符を買うことは非常に大変なの

である.最初は現地の方が簡単で日本の国内線の切

符を買うようなつもりでいたのであるが事実は逆であっ

た.その上料金のレｰトがトリヅキィ匁のである･

後でのべるチェコでより明瞭であるカミブルガリアもチ

ェコも自国の通貨カミドノレや円に対して弱い.それを承

知で自国に有利荏(別の面では不利だカミ)公式レｰトを

決めているのである.たとえばプラハの第1目目に

私は観光客の群がる有名祖旧市庁舎広場で公式には$1

=10クラウンの所を韓1=25クラウンのレｰトによる交換

を話しかげられた.ブノレガリアの公式レｰトは維!=1.

66レハであるが国際航空路のレｰトはその20%近く

レハ安である.私たち外国人力ミブルガリアで切符を買

う場合にはドノレで払うのであるが公式レｰトでレハ安

の実勢分だけ払込まなれけぱならたい.バルカン航空

の話によると私カ主ブノレガリア人なら私が払った半額で

よいのだそうである.高い方からブノレガリアで買う日

本人目本で買う日本人ブノレガリアで買うブルガリア

人の3段階があって私は一番の貧乏くじをひいたらし

い.何はともあれソフィア市内をぶらついた後同じ

目の6時にはバルナに着くことができた.IAGODの

会場は実はバノレナから北へ黒海沿岸沿いに17kmのゴｰ

ルデンサンヅ(現地名スラトンピアセッテ)と呼ばれる

保養地である.出迎えのマイｰクロハスに乗り会場で登

録をすませホテルを指定されて宿に落着く.まだ着

いたばかり柱のに一仕事おえたよう狂気持であった.

ブルガリア横断記

バノレナは人口23万ブルガリア第3位の大きな港町で

古い歴史を有し現在では古い家並みと新しい建物とカミ

ミックスした造船商工業貿易都市である.しかし

その南北黒海沿岸とくに北側にはゴｰルデンサンヅを

初めとしてアルベナサニｰビｰチ底ど海水客用に新し

写真3

ソフィア③ソフィア大学

の校舎.ブルガリアの地

質の研究はソフィアのこの

大学地質研究蕨地質調

査所が中心である､

写真4

ソフ｡げ④地質研究所.左は

巡検案内者の山人ヘッセリノフ

筑右は前国読属し怒イタリアの

デッサウ薮授'�
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い観光地が多数開かれ9月下旬でも多くの観光客でに

ぎわっている.東西両ドイツからの訪問客カミ多いよう

で街ではドイツ語カミわかれぱ不自由しない.黒海の

水はまだ暖かくあまり水泳好きで放い日本人でも十分

に楽しめる.塩分は薄いように感じたのであるがず

一と南のブノレガス付近では製塩業がおこなわれている.

黒海は風の強い目に恐らく底の有機物カミ上昇して黒く見

えるのだそうであるが私の見た黒海は風の強い目に

は白く美しい砂浜に押寄せるみどりがかった豊かそうな

荒波であった.遠く離れてみると黒くみえるのであろ

う.

バノレナ付近から北にかけての地域は中新世以後の地層

で覆われる.その下にも第三紀層が横たわり堆積性

のMn鉱床カミ存在するのである.一般にこれらの地層

には炭酸塩岩が多く化石カミ多い石灰岩は敷石などに広

く利用されている.ブノレガリアは東西に520km南北

に330km矩形の形をしているカミこのように単調な地

域は北部を占めミシアン(Misian)プラットフォｰム

と呼ばれている.その南側がルｰマニアからチェコに

至るカルパシア山脈に続くアルプス造山帯の支脈でこ

の帯カミブノレガリアの主要部を占める.その南側はロｰ

ドペ(Rhodope)マツシフである(図1).

写真5ゴｰルデンサンヅのホテル街.左カミ黒海

ブノレガリアのアノレプス帯はブノレガリアの中央を東西に

走るバノレカン山地に沿っており北からバノレカン前縁帯

(FOre-Ba1たan内帯とも言われる)漸移帯スレトノ

ゴリェ帯(Srednogorie)に分けられる.バノレカン前縁

帯では古生代末期の諾岩石が地塁状に残存しジュラ紀

最末期一白亜紀初期と第三紀始新世初期一中期の2回に

わたるフリシュ型の堆積作用とその後の榴出作用とカミ顕

著である.漸移帯は南北両境界を断層で画され全体

として北側に衝上する.その南側のスレトノゴリエ帯

も断層による地塁化衝上断層榴曲などが著しい構造

帯で日本の西南目本内帯のように白亜紀後期(Seno-

nian)の火山岩類が広く分布するのであるが先カンブ

リア紀変成岩や花筒岩類ヘノレシニア期の花商岩や古生

代一ジュラ紀原岩の変成岩類もかたり露出し古い地殻

の再活動帯と思われている.会議後の巡検で3つの鉱

山を訪ねたのであるカミメデトポｰフィリｰカッパｰ

鉱床を含めてそのうちの2つはこの帯に属するものであ

る(図2).

写真6ゴｰルデンサンヅのビｰチ風景

写真7日曜巡検①ゴｰルデンサンヅ北方のオブロチステMn鉱山の写真8

立坑･黒海に近い平野部に潜在する暁新世地層中の堆積性鉱

床

まんがん1まか

肩曜巡検②Mn鉱石の大半を占めるピソライト鉱石と渡辺教

授.同氏は現IAGOD会長でありきわめて多忙な中の一

同であった.�
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私たちは9月26目2台のバスに分乗して黒海沿岸沿

いに南に向った.途中にサニｰビｰチやネセバノレと言

う観光地があるのであるが交通量は北海道のオホｰツ

ク海沿いと同じ程度に少なく快適である.ネセバノレ

は南北200m東西600mの小さな島で全島あかい石と

土の家で覆われ砂州が舗装道路化されて盲腸のよう校

形をして黒海につき出ている.紀元前5世紀頃すでに

ギリシア人が植民し以後多くの支配者の交代があった

ものの常に海上貿易の中心地として栄え古い建物が多

い.小さた教会が林立し最盛期にはこの小さな島に

40カ所をこえたという.

ネセバノレの南ブノレガスのすぐ南西方にはブノレリブ

リャグ(Vur1iBryag)銅鉱山がある.ブノレガスを望む

なだらかな丘の上に1905年からCuを出鉱しており最

初は上部の輝銅鉱一斑銅鉱を掘ったという.現在では

地表下700mまで達しており黄銅鉱を稼行しているが

鉱石中にはZn,A9,Bi,Seだとも多い.

付近の岩石は白亜紀後期の塩基性溶岩と同砕屑岩が主

体で粗面玄武岩が多く粗面安山岩も少量分布する.

これらにストック状のほぼ同時期の貫入岩体が貫入する

(図3).このストックはモンゾニ岩優白色閃長岩

閃長岩一アプライトなどの岩相を示し優白色閃長岩が

もっとも卓越している.これらの岩相はリング状に分

布しこの岩体が同心円状の構造を有することを示す.

岩体の中心部には2km2にわたり周囲の火山岩の捕獲

岩を多量に含む部分がある.

鉱床は南北2km一束酉5たmのストックの主に東側

に分布するNE系の鉱脈型鉱床である(図4).鉱脈
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図1

バルカン半島の地質構造単位全体的には対称

形であることに注意(B0NCET,1974による)

1.Misianプラットフォｰム

2､アドリア海プラットフォｰム

3.Phodopeマッシブ

4.Dardanianマッシブ

5.Pelagonian-Thessa1ian-Cyc1adesマッシブ

6.Savaリニアメント

7.Varderゾｰン

8.Kraishtidesゾｰン

9.Subpelagonianゾｰン

10.Srednogeri6ゾｰン

11.アルプス造山帯支脈の内帯

12.13.同中央帯と外帯

図2
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鉱山名(関係分のみ):8.マダン鉱化帯25.バナギュリスナ鉱化帯

(ラトカ)36.メデト37･アザレル38.ブライコブブル(≒エルシ

ヅツア)40､フルリブリャグ58.オブロゲステ(Mn)�
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は広域的な構造

鉱化作用には

��

��

��

��

噴出口の位置狂とに関係している.

緑泥宥一緑簾石

石英一黄銅鉱

石英一閃亜鉛鉱一方鉛鉱

方解石

の4時期カミある.(2)カミ鉱石の主体でありその典型的

抵場合に母岩から鉱脈の中心に向って石英一錬鉄鉱

石英二黄銅鉱一Cu一(Pb)Bi一サルフォソルツ石英

(十9uanajuatite,bismuthinite,cosa1ite)の黒帯配列を

示す.盤際変質帯は一般に幅25cmをこえず最外縁

でいわゆるプロピライト化であり鉱脈へ向けて絹雲母

石英黄鉄鉱が増加する.

以上はおもに巡検案内書によるものであるが私の見

学時の印象はとにかく構成岩石がアノレカリ岩的であるこ

とおよび典型的な石英鉱脈型とは著しく異たることで

ある.日本に類似鉱床を求めると宮城県の松岩(現興

北)鉱床であろう.この鉱山は深く開発され全員が

入坑するまでにか校りの時間がかかり見学地点カミ限ら

＼

図4

卅

皿
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フルリブリャグ鉱山の断面

(K0LK0Ys肛ら1974による)

1.鉱脈2.優白色閃長岩

3.白亜紀後期火山岩類
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図3

フルリブリャグ鉱山付近地質図

(KoLK0丁sKIら1974による)

1､第三紀第四紀層

2.閃長岩一アプライト

3.優白色閃長岩

4.モンゾニ岩

5.粗面玄武岩粗面安山岩噴出口相

6.同上溶岩相

7.同上砕屑相

8.鉱化軸

9.鉱化断層と鉱脈

10.面構造

I-I皿一IIは図4の断面線の位置

写真9ネセバル入口の風車.

がっている.

この遣によってネセバルは大陸とつな

写真10フルリ

望む,

ブリャグCu鉱山より鉱山住宅と黒海に近い低地帯を�
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れる.この後のチェコｰ束ドイツの巡検では本当に必

要た人の入坑に限り他は坑外プログラムを用意するた

どの処置カミとられたがブルガリアではこの目以後も含

めて入坑前に長い案内書とかなり重複する丁寧た説明

があったのち全員入坑の原則がとられた.その上デ

ィナｰに当る昼食時間を短縮し見学を効率よくおこな

うことは放され荏かった.したがって私たちは今回の

巡検に4日間費したのであるカミ地質的な収獲は多かっ

たとはいえない.多分たべ物のうらみは洋の東西を間

わず思いからであろう.

ブノレガスに泊った後翌目はブルガリアのほぼ中央部

を西へ向けて走った.周囲の丘陵地に植生は豊かとは

いえず半乾燥地に近い.インドから移入された綿畑

カミみられる.車窓からのガイド氏の説明はほとんどセ

ノニアンの火山岩類と町の名前と多少の歴史人口そ

してその発展性である.ブノレガリアの巡検で完壁であ

ったのはバノレカンツｰリスト案内者による通過町村の機

械的説明である.ブノレガリアの中心部に至るとマリッ

ツァ河の平野部があらわれる.この河は東走したのち

南下しギリシアとトノレコを分け工一ゲ海にそそぐブノレ

ガリアｰの大河セあってその周辺に肥沃な耕作地と牧

草地をもたらしている.プロブデフの町はその中心に

ある.プロブデフで昼食の後南へ渓流をさかのぼる.

ここからは既述のように地質単元カミ異なりロｰドペ帯で

ある.ギリシアとの国境にかけて古い岩石カミ多い.

1,600mのバンポロボの峠をこえてその向う側に古第

三紀のPb-Znの一大鉱床地帯が存在するのである.

ロｰドペマッシブには先カンブリア系とみなされてい

る岩石がかなり広く分布する.これは不整合を境にア

ｰケアンとプロテロゾイックに2分され前者は片麻岩

状花闇岩花闇号化片麻岩細粒角閃石一黒雲母片麻岩

からなりそれらの下位には厚い大理石層が試錐その他

で知られている.上部層は大理石角閃岩片麻岩狂

どの互層とその上位の注入片麻岩低変成大理石結晶

片岩放どがみられる.私たちはマリッツァ河の渓流に

沿って南下の途中何回かこれらを見学したがいずれも

変成度は高い.しかし変成度は時代のきめ手とはなら

ず先カンブリア記を示す年代測定などの根拠は皆無に

等しい.また多量の大理石の存在も納得しにくい.

私たちやカナダの地質家はこの点を強く主張したがブ

写真11ブルガリア中央東部の綿畑

写真12移動中の車内風畏竹内教授立見教授の顔カ童見える.

写真13肩一テペ山地バンポロボのスキｰ場建設中のホテル

写真14パンポロボから南方スモリャン方向を望む�
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ノレガリアでは若千の安定同位体の研究を除き放射性同

位体の研究は進んでおらずチェコの研究者に委託して

いるとのことであった.

“先カンブリア系"をNE方向に切って岩脈状の蛇紋

石化がんらん岩があってこれはヘルシニア期と思われ

ている.古生代～中生代の変成岩堆積岩類か不整合

関係でとくに周辺部に発達する.白亜紀末には既述

のすぐ北側のスレトノゴリエ造山運動の余波かロｰドペ

マッシブの一部に及び多数の石英閃緑岩一閃緑岩がと

くに北縁部に貫入した.古第三紀に入ると2回目の火

成活動カミ生じ(reaCtiVatiOn)断層運動によるブロック

化とともに火山･深成活動pb-Zn鉱化作用などが

生じた.したがって現在のロｰドペマッシブにはかな

りの古第三紀火山岩類が分布する.この火成活動は

(1)粗面岩質安山岩

(2)モンゾニ岩閃長岩の小貫入岩体

(3)花開斑岩岩脈

(4)デイサイト流紋岩貫入体

(5)流紋岩

などからなる.

私たちカミ見学したボリｰバ(BOrieva)鉱山はマダン

(Madan)鉱化帯の代表的な鉱床の一つである.マダ

ン鉱化帯では約300k皿2の範囲に30以上のPb-Zn鉱

床カミあっていずれも広域的なNW系断層に規制され

た裂か充填性石灰岩層でスカノレン型の鉱床を形成する

ものである.主構成岩石は既述の“先カンブリア系"

でごく一部が古第三紀角礫岩を母岩とする.'鉱脈の位

置は構造的には先カンブリア系の背斜軸のふくらみの都

ル/舳㎞｡
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図5

マダン地域の

変成岩の分布

と背斜軸の位

置

1.先カンブリア紀

上部層(M2注

入片麻岩角閃

岩大理石)

2.同下部層(M1

花開塔化片麻砦

花筒岩片麻岩)

3.マダン衝上断層

の前面

4.衝上前の上･下

部層の推定境界

線

5､背斜軸

(B0GDムN0丁ら

1974による)

分(SonthemRLodopeBu1ge,図5)にあたる.断

層は2灘からなり早期の流紋岩岩脈を伴うWNW糸

より後期の鉱化を伴うNNW系である.主鉱化断層

は6本鉱化部分は1～3良m連続し斜交する断層その

他で消滅する.

マダン鉱化帯の鉱脈はほぼ垂直で方鉛鉱閃亜鉛鉱

少量の黄鉄鉱黄銅鉱､硫砒鉄鉱などが鉱巣状塊状

一部で鉱染状に存在し晶洞性の所で良結晶が得られる.

脈石鉱物は石英菱マンガン鉱Mnアンケライト方

解石重晶石などで母岩の変質は絹雲母化カオリナ

イト化珪化黄鉄鉱化まれに炭酸塩化である.鉱

脈から両側に派生して層準に規制される鉱床には石英

一硫化物交代性鉱床とスカノレン型交代性鉱床とがあって

主に大理石一部で負閃岩中に層状に拡カミる(図6).

前者の鉱物組合せは鉱脈型鉱床と同様であるカミ後者

では放射状のヨハンゼナイトｰロｰドナイト結晶が特

徴的である.

マダン鉱化帯を訪ねるために私たちはパンポロボの近

代的衣ホテノレモウノレガベッツに2泊した.このホテ

ルは10階建で新しくスキｰ場として開発されたこの地

域を代表する建物である.ちょうど寒波カミおとずれ

数目前には黒海で泳いたことを想出させたが考えてみ

ればブルガリアは札幌一函館あたりの緯度に相当するの

である.2,000m前後のこの地では雪はみ荏かったが

北酉方の山脈は(ブノレガリアの最高峰はソフィア南方の

2,925m)初雪で覆われたらしい.ところで私たちのバ

スを案内した地質家の一人は登山家であってソフィア

の南の山岳地帯に出かげては山登りのコｰチをしている

のだそうである.しかしスイスアルプスにも行ったこ

とかなく外国旅行はブノレガリアの地質家にとっては高

嶺の布のようである.国連の仕事などの場合で率許可

を得ることカミ難かしくまた給料は国へ払い込まれ手取

り額はかたり減少するらしい.

このようなことは社会制度カミ異なることのほかに多

＼＼＼_二一1

､＼二一一一一｢

㌧＼

ぐ

＼

図6ボリｰバ鉱床における鉱脈型と交代型

鉱床との関係(B0GD畑｡vら197星による)�
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分外貨車庫カミ影響している.国が外貨を欲しているこ

とはいろんな段階でうかかうことカミできバノレナ付近や

このパンポロボのスキｰレゾｰトの開発も主に西側の観

光客を対象としている.私たちも近代的たホテノレに泊

めてもらいその上バルカンツｰリストの気のくぱりよ

うは大変であった(実は古いありのままのブルガリアで

生活したかったのであるが).国のそのような意識は総

代表であるバノレカンツｰリストまでであってバルカン

航空から一般民衆の間では外国人とこふく風の感じをう

げた.悪気カミあるわけではないのであるかスイスや

チェコでは末端の個人まで観光立国としての意識カミ芽生

えているのと大きな違いである.政策を打ち出してま

だ目が浅いということであろうか.

バンポロボを南へ谷間に下るとスモリャンである.

これは古い町でかっこの付近の文化行政の中心であ

る.私たちは最初の予定ではここに宿泊する予定であ

った.ここでは民族学関係の博物館カミ著名であるカミ

私たちは閉館10分前に到着し見学できなかった.ボ

リｰバ鉱山はスモリャンから東へ下った所にある.こ

の付近には多数の鉱山があり前述のブノレリブリャグ

鉱山よりいずれも規模が大きい.ボリｰバ鉱山ではま

ず説明をきく.説明会場では瓶詰めのミネラノレウオｰ

タｰソフトドリンクそれに果物が用意されていた.

ヨｰロッパでは一般に果物を自然のまま食べるが東欧

の人にはリンゴや梨の忠まで食べる人がいる.ぶどう

の皮と種の両方を出すのは日本人のみである.もちろ

ん農薬などのスプレイは日本よりはるかに少ないらしい.

ボリｰバ鉱山では坑車のみで見学地点へ向ったが多人

数であるからやはりかなり予定時間を超過した.私た

ちはゆっくりと行動し遅れた部分は予定を切上げてパ

ンポロボのスキｰレゾｰトに帰り翌日ソフィアヘと発

ったのである.

ホｰフィリｰカッパｰと塊状硫化物鉱床

パンポロボから山を下り再びプロブディフを通って

マリッツァ河を横切り北西に丘を登りつめるとスレド

ナゴラ山地のバナギュリスナ(Panagyurishte)鉱化帯に

達する.ここには唯一の稼行ホｰフィリｰカヅパｰ鉱

山であるメデトがある.メデト鉱山はソフィアに近く

その東方直50kmにある.この鉱山は粗鉱量2.2万ト

ン/目品位0.3%Cuと低くホｰフィリｰ式鉱床とし

ては世界的には小さいものに属するカミ近くに同時代の

写真15谷間に群がるスモリャンの家並み

写真17ボリｰバ鉱山の鉱山事務所

写真16ボリバ鉱山の選鉱場

写真18入坑前の説明会風景.通訳つきである.�
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図7

メデトｰアザレル周辺の広域地質

図(ANGE皿0T,1973による)

1.メデト深成岩体

a.露出

も.潜在岩体

C.各岩体最上部の方向性

2.閃緑岩石英閃緑岩花開閃緑砦などの火山性

貫入岩体

3.セノニァン火山堆積岩類

4,Poibrenる深成岩体

5.スレトノゴリエ花開岩類

6.変成岩類

7｡背斜軸

8a.レンチ断層正断層

b.衝上断層

C.アザレノレｰメデト潜在断層帯(要探査地域)

10.鉱床

a.Cu-Moホｰフィリｰ型

b.Cu一黄鉄鉱塊状鉱床

塊状硫化物鉱床カミ産出することとユｰゴスラビブのマ

ジャダシペック(ホｰフィリｰ型)やボア(塊状硫化物)

扱どの延長上にあることで今回の巡検で私の最大の関

心事であった.

パナギュリスナ鉱化帯はスレトノゴリエ帯の中央西部

にあって白亜紀後期に堆積榴出火成活動の瘍であ

った.基盤は先カンブリア紀片麻岩類と古生代花岡岩

類(図7)でなかでも花筒岩類の露出が大きい.こ

れは中粒または斑状の花庸岩花崩閃緑岩からなりス

レトノゴリエ花庸岩類と通称されている.これら基盤

の傾倒により生じたトラフにまずセノニアンの火成活

動が

��

��

��

��

��

安山岩類の噴出

デイサイト質火砕岩の堆積

流紋デイサイトの貫入

閃緑岩一折岩貫入

粗面安1⊥1岩一玄武岩

の順に生じた.これらに伴うフリッシュ型の堆積作用

は石灰岩層凝灰岩相を含む砂岩頁岩層であらわされて

いる.その後古第三紀と第四紀のモラッセ型の礫岩砂

岩頁岩層がこれらを覆う.

メデト鉱床

この鉱床はメデト深成岩体に関係する.アザレノレな

どこの地域の他のホｰフィリｰカッパｰ鉱床も同時期の

貫入岩に関係する.メデト岩体は先カンブリア紀変成

岩古生代花開岩類の背斜軸に貫入し地表では6km2

の露出面積を有するにすぎないが地表下では20～30

L皿2に広がることが物理探査により予想されている.

岩体の北東縁に鉱床は存在し南西端は断層により切ら

れる.周辺の岩石に著しい接触変成変質作用を及ぼ

す.

メデト岩体は石英一斑編岩一閃緑岩石英モンゾニ閃

緑岩花開閃緑岩からなる.岩体ののびその他から

写真19スレドナゴラ山地の町でみた式場から帰る新婚夫妻.この

は日曜目で親族カ洋をつなぎ輪に匁って踊り汰がら家に帰る

風景に何組か出会ったのである.

写真20メデト鉱山の入口.中央の7階建がメインオフィスで左側

の山の陰にオｰプンピットポある.この写真は撮影禁止を知

らずにバスの中からとったものである.�
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図8メデト鉱床付近の地質図(ANGELK0平,1974による)

1.変成岩類2.スレトノゴリエ花筒岩類3.石英数栃閃緑岩

4.石英モンゾニ閃緑岩5.花筒閃緑岩6.花開閃緑瑳砦7.スレ

トノゴリエ花筒岩類中の接触変質作用8.C口等品位線9.断層

10.メデト断層

E-W,NW,NEの3方向の弱線の交点にこれらは貫

入したものと思われている.種々の花開岩質岩岩脈が

多くそのうちメデト鉱床の花庸閃緑斑岩はやや大きく

この周辺には爆裂性の角礫岩を伴っている.

鉱床は第2相の石英モンゾニ閃緑岩の北東分岐部にあ

ってコラム状で中心で品位が高く周辺へ漸減する.

鉱化は

(1)貫入岩■非貫入岩鏡界

(2〕貫入岩同志の境界(岩脈柱ど)

(3)断層裂がなど

に規制されている.鉱石の組織は1～3皿mの細脈状

と鉱染状私たちが見学した所では前者カミ多いが全体

としては後者の方が多いとのことである.鉱石鉱物は

磁鉄鉱赤鉄鉱黄鉄鉱黄銅鉱輝水鉛鉱などで変

質作用はカリウム質フィリックプロピライトなどす

べてのものカ拙現するが黒雲母化がCu量と比例的で

ある.鉱化変質作用は4時期に分けられている.

メデト鉱床は谷間にもうけられたオｰプンピットで採

掘されており山腹の一般道路から全ぼうを見渡すこと

カミできるのであるカミ撮影が禁止されておりここに写真

をのせることカミでき狂い.チェコ東独を含めて今回

の唯一の撮影禁止区域であった.年間粗鉱生産量は

800万トン品位は0.3%Cuと伝えられているが採掘

機械や採掘状態をみる限り上記より若千品位も良く生

産量も多そうに感じられた.二次富化帯はすでに採掘

され初生鉱体が採掘中であるがベンチはまだ7-8段

以下で図8に示した垂直的な品位分布と合せてこれか

らの鉱山とみてよいであろう.

塊状硫化物鉱床

メデトｰアザレノレポｰフィリｰ式鉱床の南東方にはラ

トカエルシッツァグラセンなどの塊状硫化物鉱床が

ある.この2種類の鉱床は基本的には同じであって

最終的柾固結の場か前者では地殻中浅所後者で地表に

噴出固結したものとする考えがあって興味深いのであ

るカミ両種鉱床が共存する側カミ多くなく十分な検証が

おこなわれていたい.パナギュリスナ鉱化帯はその

意味で私の興味をそそった.

ラトカ次どの塊状硫化物鉱床はブルガリアでは長い間

熱水性交代鉱床と考えられていて噴気性同生鉱床とは

思われていなかった.今回のIAGODの機会に私は数

人のブノレガリア地質家とこの問題を議論したカミみんな

交代説を主張しその後生論者ぶりカミあまりに徹底して

いるので私はやむなくてってい的に同生論者にならざ

るを得なかったのである.しかしIAGODを機会に出

版された｢ブノレガリアの12鉱床｣にはボグダノフ夫妻が

若干の同生的な考えを公表している.

ラトカなどの3鉱床はいずれもセノニアン火山岩類中

にあって他にもいくつかの小鉱床やホｰフィリｰ型小

鉱床も存在する(図9).鉱床形成後の変動により日

本の黒鉱鉱床のようにはいろんなことがわかりよくない.

このことが論争を生む一つの原因であるが同時に同生

的な考えで調査カミ十分におこなわれていない形跡もあり

とくに火砕岩の詳細な記載に乏しい.

ラトカ(Radka)鉱床は地域の中央部NW走向の

構造帯にあって鉱体は安山岩デイサイトそれらの

火砕岩中に急傾斜レンズ状塊状鉱と細脈一鉱染鉱体と

からなる.硫化物鉱物組合せは多種に及ぶが斑銅鉱

一枇四面銅鉱か一般的で石英一黄鉄鉱黄鉄鉱一黄銅

鉱閃亜鉛鉱一方鉛鉱カミこれに次ぐ.これらに石膏一

硯石膏組合せカミ重複する.低温性の白鉄鉱一黄鉄鉱組

合せカミ南東端に分布する(図10).

硫化物は不完全なカミらも同心円的分布を示し中心に

紡錐形でSW50｡の落しの黄鉄鉱(塊状)それをとり

巻く黄銅鉱一黄鉄鉱(細脈一斑岩)さらに斑銅鉱一枇

四面銅鉱がとくに黄鉄鉱鉱体のNNW方にあらわれる.

そして石英一黄鉄鉱脈を伴うことがある石膏一硯石膏帯

と既述の白鉄鉱一黄鉄鉱帯である.�
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図9

パナギュリスナ鉱床帯の地質図(ANG飢K0v,i971

による)

古期岩石:1.片麻岩

2一花開岩類

中期岩石:3.輝石一色閃石岩砕暦性溶岩凝灰岩

4.黒雲母一角閃石岩(変質安山砦?)安山岩デ

イサイト砕暦性溶岩凝灰岩

51閃緑珪岩石英閃緑斑岩花筒閃緑岩

6.花繍閃緑岩花開岩

新期岩石:7.礫岩

8.沖積層崖錐堆積物

構造19.整合的境界面

10.非整合的境界面

11.貫入境界面

12.背斜軸

13､向斜軸

14.断層

15.衝上断層

工6.火山噴出口(物理探査資料による)

鉱化変質:17･プ回ピライト石英一絹雲母スカルンと二次

珪岩

18.稼行しうるCu一黄鉄鉱鉱床

19.Cu一黄鉄鉱産地

20.ホｰフィリｰ型Mo-Cu鉱床

鉱床名(関係分のみ):2.Krassen

㌮��健���

�剡�愀

����瑳愀

ユ4.V1aikovVmh

エルシッッァ(E1shitsa)鉱床は地域の南部WN

W走向急傾斜の構造帯にある.デイサイト質集塊岩質

凝灰岩中に鉱体は断続し細粒黄鉄鉱黄鉄鉱一黄銅鉱

組合せが一般的である.周辺部にはNW方向に数km

も連続する黄鉄鉱一石英脈がみられる.石膏一硯石膏

が中心部に重複しであらわれる.ESEからWNW方

向へ次の水平的な黒帯配列が認められる.

(1)石英一黄鉄鉱(脈状)

(2)塊状黄鉄鉱

(3)黄銅鉱一蔑鉄鉱

(4)石英一黄鉄鉱(脈状)

(一黄銅鉱)

クラセン(Krassen)鉱床は東西走向の北へ45｡傾斜

する安山岩質集塊岩質凝灰岩中にあって下位の細脈一

鉱染状鉱体と上位のレンズ状に断続する鉱体とからな

る(図11).黄鉄鉱一硫砒銅鉱組合せが主体でこれは

上部に多い.石英一黄鉄鉱黄銅鉱一黄鉄鉱は下部に

あらわれる.白鉄鉱一黄鉄鉱も上部に多い.全般的

に石膏一硯石膏カミ重複する.一般に早期硫化物は下部･

に晩期のものは上部に出現する.

坎圀

��
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図10

ラトカ鉱床一断面の鉱物組合せ

の変化(B0GDムN0Y夫妻1974による)

1.黄鉄鉱一有英(塊状黄鐘鉱鉱体)

2.黄銅鉱一黄鉄鉱(細脈一鉱染鉱体)

3.硫砒銅鉱一黄鉄鉱

4.斑銅鉱一世四面銅鉱(塊状斑銅鉱鉱体含sp.

���

5.石膏一硯石膏石英一黄鉄鉱白鉄鉱一黄鉄

鉱

6.黄鉄鉱一白鉄鉱

7.一10.各組合せ出現の輪郭�
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クラセン鉱床では前2鉱床と違って垂直的な黒帯配列

が明瞭である.前2者カミ断層帯に位置するのに対し

クラセン鉱床は傾倒しているものの比較的原形を保存し

て今後の研究が期待されるのである.

以上の鉱床は一般に熱水性交代鉱床と考えられており

その関係火成作用は母岩の火山岩類の形成より後期の深

成活動(ホｰフィリｰ型鉱化と同時期)と思われていた.

母岩の火山岩類と同生的な考えもなかったわけではなく

その証拠として石英絹雲母岩片の存在があった.とこ

ろが最近鉱石岩片がラトカエノレシヅツァ鉱山で試錐に

より発見された.これらは黄鉄鉱鉱体を覆う集塊岩質

凝灰岩中に産出し角ばった産状その他から爆発による

エジェクタだと思われている.この礫は黄鉄鉱のみか

らなり他の参金属硫化物を含ま狂い.したカミってま

ず黄鉄鉱鉱床が生じ火山活動(流紋デイサイト)の中

断カミあって黄銅鉱その他の参金属硫化物鉱床カミ生成し

たものと考えられた.

塊状黄鉄鉱鉱床はその一方(交代作用のフロントと

みなされている部分)で縞状構造原岩の組織を保存し

た鉱化部分があってこれらはいずれも交代作用の結果

とみたされている.交代され易い母岩はデイサイト質

集塊岩質凝灰岩均質なデイサイト質火山灰質凝灰岩で

あってデイサイト(溶岩?)で鉱化はわずかである.

その後流紋デイサイト岩脈カミあって黄銅鉱砒四面銅

鉱斑銅鉱閃亜鉛鉱方鉛鉱などカミ生じた.石英

黄鉄鉱石膏硬石膏などはさらに後期である.

パナギュリスナ鉱化帯の塊状硫化物鉱床の成因には

以上のように2つの議論がおこ狂われている.一つは

鉱化作用が母岩の火山岩類と同時期であるかより後期

のホｰフィリｰ式鉱化作用と関連するかにっいてである.

この点について塊状黄鉄鉱鉱体の主要部は母岩と同時

期の火山活動により参金属鉱体は若干遅れて別の火山

活動に生じたものでさらに後期のホｰフィリｰ式鉱化

作用とは異なる時期と考えられている.深成活動によ

る熱水交代説は否定されている.次に鉱床形成深度に

ついて鉱石岩片の発見から黄鉄鉱鉱体は非常に浅成であ

ることが推定された.参金属鉱床も非常に浅成であっ

たであろうが地表に達する程度に浅成であったかどう

かについては明記されていない.母岩固結の場の状態

は明らかにされていないカミｰ殻の堆積物は非常に少た

く明らかな水成火砕岩も報告されていないから主要

部分は陸上で固結したものと思われる.

ラトカ付近の狭義のバナギュリスナ鉱化帯にも小規模
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図11

クラセン鉱床の断面図(ANG肌K0v,1971による)

1.凝灰岩凝灰質砂岩マｰルだとの互層(白亜紀最上部Maastrich-

tianの第4層)

2.マｰル不純石灰岩(同上第3層)

3.安山岩質凝灰岩の礫層

4.黄鉄鉱一石英一絹雲母化火砕岩

a.集塊岩質安山岩質凝灰岩

b.安山砦同質凝灰岩溶岩角礫

5a.プロピライト化優黒質岩部分的に4bの岩石を伴う

5b.プロピライト化集塊岩安山岩質凝灰岩

6.石膏と硬石膏との境界

7.クラセン断層

8a､塊状鉱体

8b､綱脈鉱染状鉱体

9.帯状配列

I先行黄鉄鉱化帯

II黄鉄鉱十黄銅鉱

皿硫枇銅鉱十枇四面銅鉱十黄銅鉱十重晶石(この試錐岩芯による黒

帯配列は本文で引用したボグダノフ夫妻が開発鉱床で記載したも

のと異なる)�
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ではあるカミポｰワイリｰ式の鉱床(V1aikovVruh,Pひ

te1ovo,Komins長｡Chu長鮒｡hる恋と)がある.代表例

のブライコフブノレ鉱床はエノレシッツァ鉱床のすぐ南方に

あって(図9)二次富化作用のために高品位部はブラ

ンケット状を示す(図12).初生鉱化作用は主に火山岩

類一部片麻岩に貫入する瑳状花闇閃緑岩の周縁部に主

として認められ部分的には上記火山岩片麻岩に及

ぶ.不規則レンズ状の鉱体からなりこれらはNW走

向NEに30｡傾斜する.鉱化作用はこの小ストック

の境界断層と貫入するデイサイト岩脈節理などに規

制され脈状鉱染状である.鉱化作用は岩脈より後で

ある.磁鉄鉱黄鉄鉱黄銅鉱からなり変質鉱物と

しては石英緑泥石炭酸塩鉱物カミみられる.

このホｰフィリｰ式鉱化作用は塊状硫化物鉱床より後

期とみなされている.パナギュリスナ鉱化帯の火成活

動吏は前述のように安山岩に始まる6段階に分けられ

ているがこれと鉱化作用との関係は結論的に次のよう

である.まず第1期の安山岩噴出活動にはMn鉱化作

用がありその後マｰノレカミ堆積している.第2期のデ

イサイト(ANG肌K0Yのクラセンでは安山岩質としてあ

る)噴出活動カミ終了する以前にラトカエノレシッツァの

主要黄鉄鉱鉱床カミ生じデイサイト活動終了後さらに

流紋デイサイト岩脈(第3期)の貫入後に参金属硫化物

鉱床は生じた.鉱化は岩脈状のこの流紋デイサイトの

一部に及ぶからである.第4期は斑状(花開)閃緑岩

ストックの活動でこれがホｰフィリｰ式鉱化作用と関係

し流紋デイサイトより後期と思われている.しかし具

体的に時間的ギャップを示す証拠はまだ報告されていな

い.はっきりしていることはホｰフィリｰ式鉱床は場

所的に塊状硫化物鉱床と離れて産出することで塊状硫

化物鉱床の下部などに連続して現われる例は知られてい

ない.
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私たちはメデト鉱床を見学した同じ目にこの鉱床の位

置するスレドナゴラ山地を北にソフィアヘ向けて下っ

たのである.この山地の北縁の細長い盆地はバラ油の

産地として著名な｢バラの谷｣であるがもちろんシｰ

ズンをはずれていてバラが咲揃う風景をみることはでき

なかった.このバラは17世紀にペルシアからこの地方

に持込まれ風土に合って盛んに栽培されるようになっ

たものでバラの花びらを集めて絞りバラ油を香水の原

料としてフランスなどへ輸出するのであるが3,5009の

花びらからわずかに1gの油がとれるのみで金と同じ

ように高価なものと言われている.小さたこけし人形

のようだ容器にガラス頼にしのぱせてバラ油をおみやげ

として売っているのである.多くは調合して香水化し

たもので原油を買うことは難かしい.

バラの谷から西ヘソフィアに帰り2日後に私はチェ

コに飛んだのであるがプラハに着いてな晋かほっと

した.ブノレガリアは私の生活経験のなかではかなり異

っている.それに第一言葉カミわからない.ブノレガリ

ア語はロシア語とアノレファベットも同じで非常によく似

ているのが私カミ枕崎の方言を理解するよりもソ連邦の

地質家はブノレガリア人を正しく理解するのであろうカミ

私はロシア語カミわからない.IAGODの会議では主会

場では同時通訳が用意されたがこのようた大きい集会

では会場カミ数ヵ所以上に分かれ同時通訳がつかない会場

の方が多くなる.ある専門部会では1目の講演のうち

英語の講演が一つのみであとはすべてロシア語講演で

ありそれカミ2日続いたのである.しかし国際会議の

収穫は一般に講演会議場より外で得られることが多く

数多くのフリｰトｰキングによってこれまで東欧ソ連系

の論文を読んでしばしば感じた｢何を書いているのかさ

っぱりわからない｣ことの思想的学問的背景と表現方法

とが多少とも理解できるようになったことが私

の今回のブノレガリアの旅の最大の収穫であった.
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次回はエノレツゲビノレゲの旅について書いてみたい.

(筆者は鉱床部)

文献

引用した内容の多くは巡検案内書を兼ねて今回出版され

たTwe1veoredepositsofBuIgaria(P.D趾G0Y,

B.K0LK0vsKI編)268p.(英文)一部は若干のブルガ

リア語文献による.ブノレガリア語解読を助けていただ

いたいく人かのIAGOD出席者と地質調査所岸本

文男氏に感謝します.

図12

ブライコブブル鉱床のブロックダイアグラム

(B.B0GDムN0vら1972による)

1.花開閃緑岩2.デイサイト3.安山岩質凝灰岩4.安山岩
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